
.. 曾亭藩鰹亭頑執成

長言命

高
田
博
士
還
暦
記
念
論
文
集

行護月二年九十和昭



主
那
高
利
貸
費
本

ブも

支

手リ

資

Jjf) 

貸

本

I埼

þ/~ 
;1<11 

木

総

郎

農
民
の
困
窮
度

見
掃
の
京
・
黄
河
の
四
。
古
来
支
那
は
土
地
の
大
聖
市
川
り
地
物
の
博
苦
手
一
狩
る
も
、
相
粗
大
た
る
人
口
を
擁
f
る
結
果
、
人
口
宿
皮

'
 

極
め
て
高
〈
、
土
地
は
相
叫
則
的
は
寂
少
で
あ
り
、
特
に
農
耕
河
能
の
土
地
は
樹
め
て
小
で
あ
る
。
農
業
支
那
全
憶
を
通
じ
て
作
付
珂

積
の
中
位
故
は
一
-
・
三
七
エ
ー
カ
ー
作
付
鳩
延
而
積
の
中
位
教
は
二
一
・
五
八
エ
ー
カ
ー
に
過
ぎ
や
、
諸
外
国
の
そ
れ
に
比
ぺ
る
ま
で
も

た
/
¥
農
排
土
地
の
不
足
は
一
目
瞭
然
と
し
て
ゐ
る
。
而
も
と
の

k
地
が
分
政
的
に
#
在
し
、
伴
統
的
信
式
器
具
が
使
用
さ
れ
て
ゐ

る
欣
態
で
あ
っ
て
、

と
れ
忙
家
族
労
働
を
主
と
せ
る
集
約
万
法
主
加
へ
る
も
、
山
治
家
一
戸
首
り
の
牧
入
が
極
め
て
手
綱
左
る
と
と
を

如
何
と
も
し
岬
怖
い
。
之
に
針
し
て
地
代
、

公
和
は
相
常
に
向
〈
、
川
刊
に
軍
閥
・
地
方
政
機
白
主
涜
・
軍
事
徴
殻
等
時
に
上
つ
ず
一
級
め

7
M
mで
あ
り
、
そ
の
う
ち
下
級
農
民
に
時
嫁
さ
れ
る
率
が
多
ぐ
、
結
局
梗
か
ら
ね
史
民
負
指
と
七
な
っ
て
ゐ
る
。
川
悦
本
的
に
は
土
地

ェ山Y
亡
仁
作
〈
蜘
主
士
入
〉

f?と
士
、

'
E
-
M
A
!
叶ノ

d

従
来
は
案
内
千
工
業
に
よ
り
僅
か
に
柿
境
さ
れ
、
ゃ
う
や
〈
雨
露
を
し
の
ぐ
己
と
争
一
え
た
。
老

幼
・
婦
女
子
の
持
働
陀
よ
る
家
内
千
工
業
は
農
家
家
計
制
芳
の
恒
裂
な
千
段
と
な
り
、
零
細
農
耕
と
家
内
手
工
業
凸
結
合
は
支
那
農

村
の
認
本
的
構
造
?
と
た
っ
て
、
と
の
北
川
礎
の
上
巳
支
那
社
合
金
放
の
再
生
産
過
程
が
展
開
さ
れ
て
行
っ
た
白
で
あ
る
。

• か〈
の
如
吉
家
内
手
工
業
主
零
細
農
耕
の
結
合
に
土
る
積
極
的
努
力
も
土
地
の
相
針
的
寡
少
性
の
も
つ
致
命
的
快
陥
を
左

併
し
、

パック若、臨:(t.-{liI世・安藤語、支那の農業、 3'3頁。なほ、土地委員脅F圭困
土地湖査報告」等塁手問。
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年
に
岐
支
相
協
ふ
山
部
再
来
を
指
し
、
貧
農
と
は
通
常
の
年
に
於
て
す
ら
牧
支
相
償
ひ
え
ざ
る
農
家
を
示
し
、
之
に
針
し
て
自
家
の
生
活

費
と
農
場
経
埜
費
と
を
特
除
し
た
る
後
な
ほ
若
十
円
刺
徐
牧
入
を
も
つ
も
の
を
富
山
誌
と
開
閉
し
て
ゐ

L
0
・
貧
農
は
常
に
段
低
生
活
す
ら

中
長
忙
て
も
何
ら
か
の
事
情
愛
生
寸
る
や
山
ち
に
貧
設
と
同
じ
駅
態
に
陥
る
。

相
伴
し
え
な
い
階
居
で
あ
る
が
、

而
も
か
、
る
中

農
・
貧
農
階
級
が
常
に
農
民
中
の
泊
中
「
放
を
占
め
、
官
設
の
如
き
は
側
め
て
少
数
あ
る
に
過
ぎ
や
、
農
民
の
貧
困
性
は
組
め
て
成
汎

「
民
衆
生
活
の
水
準
か
般
に
低
い
と
い
ふ
と
と
は
衆
知
の
事
情
で

な
一
般
的
た
問
題
で
あ
る
。
陳
翰
ぞ
は
最
近
の
著
書
に
於
て
、

あ
っ
て
、
己
の
事
貨
を
指
摘
す
る
と
と
は
、
支
那
に
陶
し
で
は
日
叫
早
や
さ
ほ
ど
必
嬰
た
と
と
で
は
左
パ
京
市
ー
な
の
は
そ
の
方
向
を
分

析
し
、
昨
め
る
己
と
」
に
あ
り
と
し
て
ゐ
る
依
で
あ
る
。

古川
υ
如
き
農
民
窮
乏
の

般
的
事
情
は
資
本
主
義
阿
料
品
川
内
法
透
、
と
共
に
克
巳
悦
成
さ
れ
、

悠
と
深
刻
皮
を
加
へ
る
陀
至
っ
て
ゐ

ろ，

f
な
は
ち
、
州
強
資
本
主
義
が
摘
中
間
末
期
に
そ
の
自
負
的
鎖
国
主
義
を
打
破
っ
て
侵
入
せ
し
以
来
、
そ
の
強
力
た
商
品
生
産
の

武
器
は
漸
次
支
那
奥
地
に
ま
で
漆
透
し
、
蒔
経
伸
機
構
に
劃
し
て
破
壊
的
影
響
力
を
及
ぼ
ず
に
至
っ
た
。
川
崎
殺
事
高
き
安
慌
た
資

本
主
義
商
品
は
農
民
の
家
内
手
工
業
品
の
有
力
在
競
争
者
と
た
っ
て
之
を
徹
底
的
に
厩
倒
し
、
途
に
そ
の
生
曜
の
縫
綬
を
不
可
能
な

‘
、

ら
し
め
、
以
て
農
業
と
案
内
手
工
業
と
の
結
合
を
打
壊
し
、
己
の
事
情
と
併
行
し
て
他
方
忙
於
て
、
悶
賦
を
は
じ
め
殆
ん
ど
一
切
の

課
視
が
金
網
化
さ
れ
る
と
と
に
よ
っ
て
、
農
業
商
品
化
は
念
と
助
長
さ
れ
、
か
く
し
て
農
家
自
給
性
の
破
壊
と
共
に
不
可
避
的
に
工

業
用
品
の
生
産
児
向
は
し
め
る
と
と
t
h

な
っ
た
。
と
の
と
と
は
必
然
的
に
農
』
み
経
済
と
商
業
と
の
聯
闘
を
~
一
両
め
、
そ
の
勢
力
関
係
の

重
慶
に
上
っ
て
不
等
償
交
換
に
上
る
商
人
階
級
D
h
さ
め
る
中
間
牧
取
を
増
大
せ
し
め
、
農
民
の
牧
支
関
係
は
益
と
悪
化
の
傾
向
を

支
那
高
利
貸
費
本
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貸
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九
四

辿
る
に
至
っ
た
3

従
来
、
資
本
主
義
の
影
響
が
胤
市
川
遊
に
の
み
及
び
未
だ
農
村
内
部
に
ま
で
法
透
す
る
に
至
ら
な
か
?
た
沖
同
時
に

な
ほ
口
約
皮
刈
〈
士
た
宗
族
制
度
を
巾
り
と
す
る
故
例
方
法
も
一
…
胞
を
た
は

於
て
は
一
一
般
に
貧
弱
な
生
直
力
の
上
に
史
ち
在
が
ら
、

り
、
未
だ
そ
こ
に
牧
歌
的
た
ゆ
と
り
を
唆
し
て
ゐ
た
が
‘

AT
干
、
良
時
と
主
主
内
子
工
花
の
総
合
中
前
中
軸
と
せ
る
経
伴
機
構
そ
の
も
の

の
悦
低
が
碇
峰
せ
ら
れ
、
不
利
た
限
快
減
点
下
の
上
に
ゆ
さ
れ
右
乙
と
に
よ
っ
て
、
終
仲
的
弱
者
た
る
泣
比
の
囚
第
事
情
比
「
決
定
的
と

在
る
に
至
っ
た
。
陳
翰
需
は
ア
メ
リ
カ
椛
淀
川
川
市
生
市
川
崎
市
中
ゲ
一
町
内
九
封
製
と
し
て
取

k
げ
、
巴
れ
に
徹
肉
的
だ
分
析
・
検
討
を
加
へ

た
後
に
、
「
下
値
民
地
的
-
半
封
建
的
支
那
に
於
け
る
工
沼
化
及
ぴ
そ
の
約
県
た
る
工
法
的
作
物
の
投
述
は
、
帰
ん
ど
常
に
、
一
一
般

の
生
前
水
準
を
、
わ
け
で
も
中
設
と
食
品
誌
の
そ
れ
を
低
下
せ
し
め
る
傾
向
を
も
っ
乙
と
」
を
断
定
的
に
論
説
し
て
‘
己
の
事
情
を
明

帥
聞
に
し
て
ゐ
る
。

巾
長
・
貧
農
が
全
農
家
中
に
於
て
幾
干
を
占
め
る
か
は
も
と
よ
り
確
定
問
来
な
い
が
、
階
倒
的
多
数
を
占
め
て
ゐ
る
己
と
だ
け
は

明
白
で
あ
る
つ

E
れ

ιの
者
は
漸

f
m岨
低
生
活
主
祁
件
し
う
る
か
、
も
し
く
は
そ
の
維
持
す
ら
不
可
能
の
枇
態
に
あ
る
が
、
-
丸
山
氏
・

情
湘
・
冠
併
葬
祭
在
ど
の
特
殊
事
情
が
描
同
生
ず
る
や
、

叫
刊
文
日
ひ
得
ざ
ろ
階
居
は
更
に
蝋
大
さ
れ
る
に
至
る
。
而
も
こ
れ
ら
の
偶
務

事
は
支
那
に
あ
っ
て
は
知
設
的
性
貨
を
も
ち
、
そ
れ
ゆ
ゑ
に
支
那
長
川
刊
の
大
部
分
は
川
市
に
他
上
り
の
援
幼
に
侠
た
ね
ば
な
ら
ぬ
事
情

陀
あ
る
3

換
一
日
ず
れ
ば
、
そ
の
貧
弱
友
軍
純
再
生
市
町
す
ら
市
民
地
内
支
援
を
ま
ち
て
始
め
て
可
能
な
る
如
き
事
情
に
あ
る
。
支
那
農

民
の
か
〈
の
畑
一
苦
質
問
皮
か
ら
、
苦
々
は
む
ち
に
農
民
負
仙
の
大
さ
と
範
聞
と
を
ほ
ピ
推
察
し
う
る
で
あ
ら
う
。

犬
坦
・
人
柵
(
判
手
・
峨
牢
山
中
)
が
峰
村
山
世
昨
に
も
つ
拶
惣
は
そ
の
抵
施
性
と
成
汎
性
と
に
よ
り
決
定
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
一
閣
に
於
て
は
高
利
貸
資

本
ま
た
ほ
岬
人
資
本
に
上
旬
叫
凶
作
畑
に
持
げ
る
盛
氏
内
収
挫
拘
が
品
去
円
債
務
の
償
辺
諸
分
と
し
で
胤
上
げ
ら
れ
、
備
荒
院
苔
の
降
格
が
揖
へ
ら
札
な
い

輔
果
、
克
容
の
影
響
を
成
汎
な
ら
し
め
、
も
し
〈
叶
目
立
服
し
う
る
但
度
の
も
の
を
も
強
〈
破
壊
的
な
も
の
と
し
で
受
取
り
し
め
抱
ば
な
ら
由
宇
う
な
情
勢

に
導
V

て
ゐ
る
。
乙
白
茸
時
で
、
高
利
貸
費
本
は
天
盟
主
軸
咽
加
せ
し
む
る
も
の
と
恥
一
耳
ひ
今
回
。

Chen IIan，ScIIg， ibid'J p. iii 
cf. Chen Han.Seng:， ibid.J p. iv 
;~文略、現代'1'岡土地問題之探求{新世骨科畢手刊第一刊第四期)にでは巾農
22;:6"貧虚68芦と推定してゐる。
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本
来
、
主
那
丹
、
ス
臼
過
羽
は
決
定
的
な
も
の
で
あ
る
。
併
し
、
ク
レ
ツ
シ
イ
の
如
き
は
「
車
に
生
存
し
て
ゆ
〈
の
で
よ
い
主
い
ふ
な
ら
ば
、
恐
ら
f
週

初
と
は
云
ひ
え
な
J

い
」
と
芳
、
て
ゐ
る
。
だ
が
こ
れ
は
一
切
の
人
均
的
背
欽
訴
求
・
牧
砥
開
掃
を
無
砲
し
た
場
合
に
、
従
つ
で
、
具
世
的
相
済
関
係
を
全

熟
度
丹
向
せ
る
場
合
に
抽
事
的
に
の
み
一
再
ひ
う
る
こ
と
で
あ
り
、
一
定
町
田
町
史
的
段
階
に
立
ち
、
従
可
て
外
閣
と
mu

闇
儒
な

E
も
既
定
的
な
る
も
の
ム
し

で
地
込
空
れ
、
日
つ
支
配
階
粧
そ
の
他
の
維
持
を
良
材
料
仰
の
生
成
力
で
以
て
行
は
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
山
現
民
の
地
盤
に
立
ち
戻
る
限
り
は
、
か
〈
白

如
き
置
が
暫
定
的
に
も
な
さ
れ
う
る
も
の
か

rう
か
大
に
疑
は
し
い
。

農
民
負
債
の
安
情

主
祁
農
民
は
一
方
に
於
て
介
散
的
容
綱
投
俳
の
ヒ
に
な
ち
て
、

f
日
空
生
町
機
構
に
緊
縛
さ
れ
、
同
率
の
地
代
・
雑
抗
を
課
さ
れ
て

引
か
ら
中
苦
情
ず
る
と
共
に
、
他
万
に
於
て
は
従
来
の
困
却
し
た
が
ら
も
な
ほ
牧
歌
的
色
調
聖
捜
し
て
ゐ
た
日
給
的
生
前
が
近
代
的

資
本
且
び
そ
の
も
つ
強
力
投
商
品
生
内
心
力
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
、

E
の
結
果
貧
悶
農
民
の
う
〈
石
市
一
隠
は
著
し
く
増
大
さ
れ
た
。

持
に
貨
幣
流
通
機
構
を
媒
介
せ
し
め
る
と
と
に
よ
っ
て
と
の
事
情
は
-
居
助
長
さ
れ
た
。
農
家
負
日
は
そ
の
必
然
的
結
果
で
あ
る
。

市
内
経
済
機
構
の
崩
壊
と
新
経
神
関
係
の
油
田
生
と
は
三
重
に
己
の
農
家
負
債
を
抜
大
深
刻
な
ら
し
め
℃
ゐ
る
。

い
士
、
己
の
二
屯
の
芦
田
畑
下
に
そ
の
深
刻
度
主
情
し
っ
、
あ
る
農
家
負
山
川
の
買
情
を
、
一
般
に
利
用
さ
れ
て
ゐ
る
統
計
を
籍
り
る

己
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
概
略
を
市
内
併
し
、
本
稿
の
必
要
と
す

Z
限
り
に
て
そ
の
大
要
を
大
づ
か
み
に
把
擬
す
る
と
と
k

し
た
い
。

一
、
借
受
農
民
に
つ
い
て

4
、
負
川
川
漫
円
哉
の
潮
合
は
、
従
来
の
調
在
一
陀
て
は
吹
の
知
〈
で
あ
る
。

土
地
香
員
曾

問
-
一
・
八
七
百

パ
ッ
ク
敬
俊
一
一
一
八
・
-
一
一
括
(
一
間
二
螺
)
民
国
一
八
二
二

中
h
E暗
由
貿
馳
所
五
六
指
(
九
五

O
麟
)
民
同
一
一
一
一

註
二
十
二
省
総
懸
致
一
七
九
九
麻
中
目
的
中
教
よ
り
の
報
告
を
某
礎
と
し
て
ゐ
る
中
央
位
業
究
臨
所
の
報
告
が
最
高
訓
告
を
示
し
て
ゐ
る
。
併
し
一

(
一
六
一
一
一
隅
)

民
間
二
四

支
那
筒
割
貸
費
本

ブL
五

クレツシイ著三好謀、満洲支那の土地正人 159頁。
天野元之'}J、文邦農業経情論、中、第七章。久重幅三郎、支那農村D高利貸
借(点亜研究第六十六・七臨)。
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支
那
高
利
貸
費
本

九
プミ

般
に
間
食
貸
借
を
除
外
し
て
取
扱
つ
で
屑
り
、
而
も
極
食
品
H
借
と
人
間
勾
貸
借
と
は
宵
際
に
於
で
は
同
一
円
畦
質
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
そ
町
件
負
債
調

査
に
品
ら
れ
る
各
栂
の
困
難
よ
ゆ
推
し
て
、
こ
和
ら
の
統
計
壮
佐
よ
り
党
際
に
は
大
と
な
る
こ
と
が
多
い
で
あ
ら
う
。

，
次
に
浦
俄
・
真
東
農
村
資
態
調
在
一
報
告
書
の
資
判
に
悲
け
ぽ
部
介
的
在
統
計
で
あ
る
が
突
白
如
吉
結
果
を
得
ら
れ
る
。

借
債
農
家
の
予
農
家
数
に
封
ず
る
比
串

部
扇
町
三
六
・
七
河

2
-
4
 

4
一日

出
一
山

。“一向。

d
a
z
ア
l
i

平

谷

幌

大

北

脇

明
潤
鵬
米
蝿
部
落

司
祭
鯨
梁
各
庄

純、

五十

之
に
到
す
る
も
の
と
し
て
.
中
央
農
業
、
資
験
問
調
存
の
川
北
省
に
つ
い
て
の
統
計
故
値
を
参
巧
と
し
て
拾
へ
ぽ
弐
白
如
〈
友
っ
て

ゐ
る
。

河
北
省
(
一

O
九
報
告
購
)

情
債
UA
喋

己
れ
ら
に
よ
っ
工
、
ほ
刊
、
負
山
内
民
家
数
を
判
定
出
来
る
で
あ
ら
う
。

目
、
負
師
農
家
階
級
別

貧 '1・自地

河

北

首

班

五

O
C鹿
戸

四
七
百

一士、
一一一

F
五
八
六=一

農農民主

却
三
六
・
八
芦

即
六
一
・
一
一
一
%

却
四
五
・
=
一
区

h 

a 
/'" 

民

間

蒼

楕

凹
九
六
鹿
戸出

二

0
・八

四
九
・

o

六一・一-一

未

済

額

=一一八

O
λ
元

相』元

八
九
三
一
一
一
元

一
一
一
一
同
八
大
元

八
二
問

O
元

借
蹟
家
数

アn

民

西

国

国

四
一
丸
鹿
戸

川
市

一
七
・
五

一
九
・

o

問一一一・刊

一
債
戸
官
り

一O
主
元フじ

五

O
一耳

鹿

市

民

需

局

一
二

O
丸
農
戸

七
・
五
官

凹
八
・
六

五
二
・
八

五
八
:
九



情其

他合

村

計声農

五「
五

ガf

八‘

五
八

一六・

o

川
北
省
情
苑
の
調
脊
↑
に
て
は
地
主
・
宮
農
階
級
に
相
営
の
負
的
が
見
ら
れ
る
が
、

に
依
る
の
で
は
左
〈
、
中
・
小
農
の
併
債
と
同
日
に
論
宇
べ
き
も
D
で
は
た
い
」
ロ

一一

-
7
九

一
五
二

四
=
了
九

「
此
の
地
主
・
富
農
の
負
債
た
る
や
家
庭
窮
迫

一
般
に
中
農
貧
漢
に
負
債
者
割
合
の
多
き
己
と

ニ
、
貸
付
人
に
つ
い
て

明
瞭
で
あ
る
。
附
農
以
下
の
比
率
が
却
っ
て
低
下
し
て
ゐ
る
の
は
、
抵
営
物
件
も
な
〈
併
依
白
力
も
た
き
と
と
を
示
し
て
ゐ
る
。

官
農
・
商
人
・
地
主
等
が
そ
の
大
部
分
を
占
め
、
個
別
的
取
引
で
あ
る
事
情
が
明
抽
出
K
者
取
さ
れ
る
。

利

子

(
年
利
ヨ
一
回
)

(
H
利
宇
一
)

農
的
報
告
第
二
巻
第
十
一
期
の
統
計
で
は
、
商
安
二
五
%
地
主
二
四
・
二
%
富

八
・
四
%
と
た
っ
て
ゐ
る
。
雨
者
の
数
値
の
相
異
に
つ
い
て
は
何
等
現
由
が
示
さ
れ
て
ゐ
左
い
。

縄現

情
説
車
源
表
(
財
)A

品
目
作
世一・=

食金

貸貸

借 f苦

質
業
訪
中
央
虚
業
究
験
所

視

戚

知

友

地

主

人
・
三
九
・
口

一司・
4
4

一三・六

設
但
し
、
同
じ
〈
中
央
農
業
資
験
所
の
報
告
で
も

、
負
債
原
因
に
つ
い
て

負

債

川

詮

別

表

百日

常

生

活

婚

葬

祭

疾

病

支
那
高
制
貸
資
本

十
六
省

一
三
一
廓=五一宅

市

江

平

瑚

き
企
-
一
一
債
戸

院
西
正
螺

Z

霊
債
戸

車
一

(
E
一
)

-宅
(
E
Q
)

入
プ、
) 

富

良国ユ且・一

四
六
・
ヴ
パ

両

家一也・=一一・三

河
北
冗
田
明

王

ケ

村

一
五
(
四
)

占

(

円

)

崎

明

周
A

・
A
四

何
北
深
押
印
賠

一
三
七
債
声
(一六)

(

一

七

}

其

他吉・一
一台・六

山
東
辛
村
匝

一
回
一
一
債
戸
官一号

{
四
一

3

上

海
九
六
債
戸主人

目

白

(

J争

:iL 
七

天野元之助、前掲帯、 217頁重量照o
A宮繭三郎、前掲論文、 44買参照。

1) 
2) 



主
那
高
利
貸
資
本

ブL
八

侍
債
償
還
及
川
川
崎
・
桝
担

尾

崎

提

賞

金

訓

官

賞

金

利

培

養

金

土

地

・

家

賠

天

提

・

人

渦

教

育

{

=

)

謹
折
叩
内
役
字
は
借
款
総
閣
に
却
す
る
官
分
比
を
示
し
、
括
弧
な
き
抵
宇
は
借
款
組
仲
投
に
訓
ず
る
百
分
比
を
示
す
。

国

(

宜

)

(

豆

)

一
口
(
四
)

四
五

(
E亘
)

一一五(三)

~ ~ ~ 

包丸一---
(

五

)

八一

l坦

-~ 
プマ占--
，、

( 

) 

七
(
=
八
)

ヨ

(

回

)

七
〈
人
)

日
九
市
川
中
上
前
・
{
d
M
m
H
M
宵
祭
疾
病
に
閥
ず
呂
も
の
が
設
も
多
ノ
¥
苦
伏
償
法
及
納
枕
納
租
の
た
め
の
も
の
を
之
に
加
ふ
れ
ば
、
負
川
の

曙
倒
的
多
数
を
占
め
て
ゐ
る
。
生
産
用
途
の
も
の
も
芳
干
作
在
ず
る
が
、
己
れ
ら
の
も
う
意
味
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

高
利
貸
資
本
の
意
義

一
般
の
資
本
貸
付
に
於
て
は
、
資
本
の
用
役
の
利
用
従
っ
て
そ
の
も
つ
生
用
力
の
ゆ
ゑ
陀
貸
併
が
行
は
れ
る
。
そ
れ
ゆ
ゑ
に
、
生

南
力
と
資
本
利
川
の
針
債
と
が
比
較
巧
買
さ
れ
て
取
引
が
行
は
れ
る
。
然
る
に
尚
利
貸
資
本
の
貸
併
は
之
と
異
り
、
純
然
た
る
消
費

口
的
の
た
め
比
布
要
さ
れ
る
か
、

も
し
〈
は
最
低
生
間
資
料
椛
保
の
た
め
の
生
叶
別
途
に
交
て
る
た
め
に
常
災
せ
ら
れ
る
。

ご
い
へ
ば
、
家
計
怖
常
的
内
容
を
も
っ
。
資
本
利
則
の
針
慌
た
る
利
子
と
そ
の
も
つ
旺
接
生
市
力
と
の
比
較
占
有
量
が
行
は
れ
ぬ
貼
に
指
し

そ
の
特
質
が
み
ら
れ
る
。
す
左
は
ち
、
常
聞
に
さ
し
迫
っ
た
入
り
用
を
荒
す
己
と
に
念
に
し
て
、
将
来
の
負
拾
の
大
さ
を
巧
肱
ず
る

川
崎
俗
な
き
ほ

E
切
迫
せ
る
事
怖
を
筏
栂
と
し
て
ゐ
る
3

泊
品
目
川
沿
に
古
て
牧
入
の
不
足
を
怖
ふ
た
め
の
併
交
の
場
合
に
は
本
来
生
花

ル
一
関
係
を
も
た
泣
い
貸
出
川
で
あ
る
己
と
は
自
明
の
と
と
で
あ
る
が
、
最
低
生
前
維
持
の
た
め
の
最
低
生
産
を
行
ふ
に
必
要
左
資
金
も



主
た
そ
の
直
接
も
つ
で
あ
ら
ろ
生
窄
力
の
大
さ
に
限
定
さ
れ
る
と
と
友
〈
是
非
と
も
獲
得
さ
れ
ね
ば
友
ち
友
い
。
す
た
は
ち
、
高
利

貨
資
本
に
あ
っ
て
は
、
本
来
そ
の
特
定
資
本
の
も
う
生
内
力
と
無
関
係
忙
か
、
又
は
か
も
込
る
生
斑
力
の
え
さ
を
無
腕
す
べ
昔
関
係
に

於
て
附
叉
け
ら
れ
る
。
従
っ
て
両
利
貨
資
本
の
貸
付
に
於
て
は
、

-
般
資
木
貸
付
が
現
貨
に
は
帯
裂
と
快
給
と
の
開
係
に
於
て
利
子

事
が
決
定
さ
れ
乍
ら
、
根
本
的
に
は
去
の
限
界
生
内
力
の
貼
に
利
率
の
限
度
が
作
在
ず
る
事
情
に
あ
る
の
と
臭
っ
て
、
何
等
貸
付
の

針
慣
た
る
利
子
翠
を
容
帽
情
的
に
限
定
す
る
限
度
を
も
た
た
い
。
そ
れ
政
忙
、
需
型
品
刊
の
も
う
緊
辿
皮
如
何
に
上
っ
て
利
子
は
如
何
な

ろ
高
さ
に
主
で
も
一
川
川
走
り
う
る
。
高
利
貸
資
本
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
が
消
費
目
的
に
使
則
さ
れ
る
と
、
生
直
と
開
櫛
し
て
川
ひ
ち
れ

ろ
と
に
拘
は
ち
中
、
、
川
浩
の
如
〈
資
本
の
も
つ
生
内
力
L'
一
関
係
た
き
か
、
上
し
あ
る
も
か
、
る
閥
係
を
現
貨
の
砧
迫
感
か
ら
無
叫
す

ぺ
雪
甘
い
怖
に
あ
り
、
従
っ
て
、
資
本
貸
付
の
如
〈
貸
出
川
町
慢
の
う
ち
に
元
金
及
び
利
子
支
出
帥
の
客
観
的
根
燐
聖
も
た
な
い
。
換
言
す

れ
ば
、
一
応
本
及
ず
利
下
支
悌
の
川
円
相
刊
が
貸
付
取
引
そ
れ
白
身
の
ろ
ち
忙
仔
布
し
て
ゐ
な
い
。
と
の
結
応
、
岡
牧
不
可
協
の
危
険
性

を
多
分
に
崎
し
、
従
っ
て
仇
給
は
抑
制
さ
れ
、
利
率
は
高
か
ら
ざ
る
を
え
在
い
。
い
は
ピ
高
利
貸
資
本
は
そ
れ
が
本
来
有
ず
べ
き
生

そ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
経
神
地
盤
忙
於
て
本
来
要
求
し
ろ
べ
き
相
照
制
以
上
の
報
酬
を
這
水
ノ
ず

R
7
1
1
〉
、

J
j
t
i
d
 
ヨ
リ
詳
し
ぐ
ュ
パ
へ
ば
、

3
・
も
の
で
あ
る
。
併
し
L

向
利
貸
資
本
は
草
に
利
率
が
比
較
的
に
高
い
と
い
ふ
と
と
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
の
で
は
不
充
分
で
あ
っ
て

か
ぐ
の
如
き
結
旧
市
を
導
〈
に
一
t
る
根
本
的
事
情
た
る
¥
そ
の
資
本
の
貸
手
と
叶
干
し
」
の
経
消

K
心
地
位
特
に
併
交
人
の
経
消
的
事
情

が
品
本
的
な
も
の
と
し
て
間
窓
さ
れ
ね
ば
た
ら
な
い
。

本
来
、
尚
利
貸
資
本
は
、
殆
ん
ど
如
何
な
る
時
・
如
何
な
呂
場
所
に
も
務
生
し
う
る
も
の
に
し
て
、

た
げ
為
、
也
接
生
時
者
の
生
成

物
の
一
部
が
商
品
化
苫
れ
、
品
川
市
内
支
挽
下
段
と
し
て
の
機
能
が
硝
立
さ
へ
し
て
を
れ
ば
よ
い
。
南
北
が
け
十
〈
よ
り
設
越
し
、
貨
幣

機
棺
が
山
〈
よ
り
殻
展
し
て
ゐ
た
支
那
に
於
て
‘
古
来
高
利
貸
資
本
の
折
躍
が
盛
に
み
ら
れ
た
の
は
、
査
し
蛍
然
。
E
と
で
あ
る
。

支
那
高
利
貸
安
本

ブL
ブL



支
那
高
利
貸
費
本

=一O
O

両
利
貸
資
本
の
伯
質
と
関
聯
し
て
、
農
家
負
債
聖
そ
の
用
注
上
か
ち
み
て
消
費
目
的
と
生
耳
目
的
と
に
峻
別
す
べ
し
と
の
主
張
が

1

1
・
一
ネ
イ
の
一
如
き
と
れ
で
あ
る
。
在
ほ
表
而
的
に
は
右
自
如
ぐ
強
制
し
て
ゐ
た
い
が
、
農
家
負
債
を
み
る
揚
合
に
同
じ
〈
か

あ
る
。

か
る
見
地
を
暗
々
相
に
と
っ
て
ゐ
る
治
者
が
相
MM
に
多
い
3

併
し
最
低
生
活
を
維
持
す
る
と
と
す
ら
困
難
在
る
農
民
に
と
っ
て
は
、

生
時
改
良
の
た
め
に
積
説
的
に
資
本
を
借
入
れ
る
乙
と
は
例
外
的
場
合
に
限
る
の
で
あ
っ
て
、

一
般
に
生
産
に
関
係
し
て
資
本
を
借

入
る
ι
亀
井
一
も
、
私
見
に
よ
れ
ば
‘
消
費
目
的
の
そ
れ
と
資
際
的
本
質
に
於
て
異
る
と
己
ろ
は
泣
い
。
査
し
、
今
日
の
食
絹
忙
E
と
欠

け
ば
、
生
仔
は
直
接
脅
か
さ
れ
、
そ
の
獲
得
の
た
め
に
は
凡
ゆ
る
犠
牲
を
峨
ム
で
あ
ら
う
と
同
巴
く
、
最
低
生
清
維
持
の
た
め
D
農

排
を
中
断
す
る
と
と
は
他
に
収
入
左
き
中
小
農
民
に
と
っ
て
は
明
日
の
生
存
を
危
品
川
に
瀕
せ
し
む
る
己
と
で
あ
り
、
己
れ
が
繕
績
は

如
何
た
る
犠
牲
を
椀
ふ
も
確
保
せ
ね
ば
た
ら
ね
と
こ
ろ
で
あ
ら
う
。
そ
り
聞
に
直
接
・
間
接
の
差
速
は
存
ず
る
も
、
生
活
維
持
の
た

め
に
排
作
を
続
け
る
必
要
は
、
今
日
の
食
糧
を
確
保
せ
ね
ば
な
ら
血
緊
念
事
情
と
全
く
同
一
で
あ
り
、
不
可
避
的
の
己
と
で
あ
る
。

従
っ
て
己
の
賞
味
の
生
市
は
、
借
入
れ
資
本
の
利
子
の
高
さ
と
無
関
係
に
、
必
至
的
に
行
は
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
貸
手
と
借
手
と
が

慨
ね
掛
等
の
地
位
に
立
ち
て
利
子
率
と
の
比
較
考
n
E
の
h
資
本
諮
裂
を
決
定
す
る
一
般
資
本
貸
付
に
み
る
如
き
選
探
的
自
由
は
み
一
己

に
は
見
ら
れ
一
な
い
。

し
か
も
農
耕
資
金
と
生
前
資
金
と
が
(
根
本
仰
に
は
そ
の
貴
闘
の
ゆ
ゑ
に
)
分
離
せ
ら
れ
ざ
る
義
民
に
あ
っ
て
は
、
生
滞
緩
行
の
必
要

資
金
に
お
し
た
呂
場
合
、
と
れ
を
い
且
筏
に
「
生
注
目
的
」
と
し
て
他
よ
り
併
入
れ
ざ
れ
ば
、
結
局
自
己
の
日
々
の
生
活
資
料
ま
た
は
そ

の
た
め
の
資
金
を
之
に
廻
す
こ
と
i
A

な
り
、
従
っ
て
そ
の
分
だ
け
不
足
せ
る
生
活
究
を
他
よ
り
借
入
る
h

己
と
h

な
ら
う
。
農
耕
資

金
ム
」
生
一
的
資
金
と
は
且
民
民
の
合
計
に
於
て
は
全
然
同
A

の
も
の
で
あ
り
、
或
時
に
は
そ
れ
が
具
閥
的
に
農
耕
資
本
と
左
り
、
或
時
に

ば
そ
れ
が
生
荷
資
金
に
持
や
る
。
こ
の
雨
者
を
合
し
た
必
要
資
金
が
充
分
に
在
在
ず
る
揚
合
に
、
即
ち
少
く
と
も
最
低
生
活
維
持
の

R. I-I. TD.wney， Land and Labour in China. p. 62 ト四ネイは農村貸債を
積掛的に生産を靖加せしめるための借債と家庭用費金主に恒別してゐる。



た
め
の
翠
純
再
生
産
を
容
易
に
行
ひ
う
る
揚
合
に
は
じ
め
て
、
積
何
倒
的
民
生
産
増
加
も
し
く
は
生
産
改
良
む
た
め
白
借
入
が
問
題
と

た
り
得
る
で
あ
ら
う
。
従
ヲ
て
そ
の
均
一
旦
向
利
貸
資
本
と
針
立
さ
せ
る
べ
き
重
品
ち
現
在
検
討
し
て
ゐ
る
農
家
貸
借
と
別
個
の
も
り

E
れ
は
い
ま
問
題
と
し
て
ゐ
る
貧
困
支
那
農
民
に
と
っ
て
は
差
営
り
問
題
と
左
ち
た
い
。

が
現
は
れ
う
る
が
、

右
の
如
き
事
情
に
あ
る
を
以
て
、
車
に
生
克
目
的
と
し
℃
借
入
れ
ら
れ
た
る
が
ゆ
主
に
、
消
費
信
用
ル
一
は
全
然
具
る
も
り
と
し
て

取
扱
ふ
と
と
は
必
宇
し
も
費
情
陀
剖
し
た
い
。
刊
に
困
窮
せ
る
支
那
農
民
の
揚
合
に
於
て
は
、
泊
費
信
用
と
生
産
信
用
と
し
て
之
ら

を
針
比
す
べ
き
も
の
で
は
左
〈
、
む
し
ろ
雨
者
は
一
括
し

τ
、
自
由
な
る
針
等
取
引
で
あ
る
一
般
資
本
貸
付
と
針
比
さ
る
べ
き
性
質

の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
雨
者
が
と
も
に
高
利
貸
資
本
取
引
で
あ
る
事
怖
を
陣
認
し
、
農
民
の
経
済
紙
態
の
基
本
的
問
題
を

認
識
す
る
E
と
が
軍
要
で
る
る
。

四

支
那
農
村
貸
借
の
利
率

さ
き
に
一
言
せ
る
如
く
、
支
那
に
於
け
る
農
村
貸
借
は
凡
ベ
て
高
利
貸
付
の
相
質
を
も
ち
、
従
っ
て
高
利
貸
資
本
白
主
要
活
動
形
ノノ

式
と
し
て
之
を
取
扱
っ
て
き
た
b
け
で
あ
る
3

利
率
一
か
如
何
に
決
定
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
は
重
品
て
多
言
す
る
を
要
し
た
い
が
、
高

利
貸
費
本
の
特
質
と
し
て
利
率
決
定
の
客
観
的
限
度
在
る
も
の
が
存
在
せ
ざ
る
た
め
、
貸
手
側
の
現
在
資
本
と
帰
来
資
本
と
忙
附
ず

る
間
以
値
汗
債
の
比
率
が
最
低
と
な
り
、
借
手
測
の
そ
れ
が
最
高
と
友
り
、
利
率
は
個
別
的
取
引
と
し
て
と
の
聞
に
決
定
さ
れ
る
と
と

と
た
ら
号
。
併
し
そ
の
問
の
如
何
在
る
貼
に
決
定
さ
る
t

ぬ
か
は
断
定
出
来
一
泣
い
。

土
地
牧
袋
率
す
及
は
ち
土
地
債
格
必
地
代
の
一
比
率

と
高
利
貸
借
の
利
率
と
は
恐
ら
〈
何
等
か
の
関
係
が
あ
り
、
或
る
意
味
で
前
者
が
規
定
的
た
も
の
と
し
て
作
用
す
る
で
あ
ら
ろ
が
、

己
の
問
題
忙
立
ち
入
っ
て
考
へ
を
進
め
る
E
と
は
他
日
比
侠
ち
た
い
。
借
主
の
階
級
居
の
差
異
・
格
保
能
力
の
差
異
は
岡
牧
安
全
度

支
那
高
刺
貸
費
本

O 



支
那
高
利
貸
資
本

O 

に
影
山
神

Em(
へ
る
た
め
、
期
限
の
民
知
と
共
に
、
利
率
折
何
に
際
し
て
之
が
考
慮
さ
る
、
と
と
は
疑
ひ
な
く
、
ま
た
一
般
的
環
境
特

に
誌
な
年
ー
以
一
に
於
け
る
時
期
の
差
に
よ
っ
て
も
、
利
率
は
上
下

f
ろ
で
あ
ち
ろ
。
巾
央
農
業
質
問
判
所
の
訓
賓
の
示
す
と
と
ろ
に
よ
れ

ぽ
、
報
告
朋
数
八
七
一
、
報
台
件
数
二
、
二
五
九
に
於
て
、
次
の
如
き
比
率
を
示
し
て
ゐ
る
。

一
剖
乃
至
二
割

九
-
N
芦

二
割
乃
至
二
一
割

0
・一一一括

阿
川
叫
仙
川
至
五
訓

五
割
以

1

一六・一一万

了
九
百

剖
乃
至
四
割

一-一一，
V
F

本
長
は
農
情
報
告
円
第
二
年
第
十
一
矧
に
よ
る
が
、
同
年
第
四
期
の
去
に
よ
れ
ば
、
現
令
一
貸
借
の
利
子
は
平
均
年
利
三
四
%
で
あ
り

こ
れ
は
一
般
に
引
用
さ
れ
利
用
さ
れ
て
ゐ
石
利
率
で
あ
る
。
期
限
は
六
ヶ
月
乃
至
一
ヶ
年
の
も
の
が
過
半
数
を
占
め
て
ゐ
る
。

支
那
尚
利
貸
付
-
般
主
論
千
る
揚
合
に
、
こ
れ
ら
の
数
値
に
ど
れ
だ
け
依
頼
し
う
る
か
、
詳
し
く
は
今
後
の
ヨ
リ
詳
細
在

調
停
一
及
び
資
料
批
判
に
よ
ら
ね
ば
た
ら
ぬ
が
、
法
定
利
率
の
制
限
を
兎
れ
る
た
め
利
息
を
明
記
せ
中
的
地
時
に
ゐ
け
る
一
花
利
を
合
め

日|
し

た
金
制
と
期
日
を
記
ヤ
悦
行
や
、
ア
え
引
等
の
形
式
に
よ
る
支
出
利
率
を
低
下
し
そ
の
賞
一
両
利
を
徴
収
す
る
方
法
が
一
般
的
に
行
は
れ

て
ゐ
る
の
を
、
如
何
な
る
椋
ー
反
主
で
こ
れ
等
の
貸
付
利
率
に
換
算
し
て
蛤
ひ
あ
げ
ら
れ
て
ゐ
る
か
不
明
で
あ
Z
。
ま
た
商
品
川
H
取
等

内
保
件
付
の
も
の
に
て
は
、
市
悦
以
下
に
貝
取
ら
れ
み
こ
と
i
A

友
り
、
資
質
的
に
は
的
特
差
も
貨
幣
貸
付
の
直
接
報
酬
の
一
郊
で
あ

り
、
丙
利
貸
川
の
環
日
比
臆
日
記
度
は
利
率
以
上
の
も
の
と
た
石
川
百
で
あ
る
。
農
民
の
か
、
る
仙
受
の
針
慨
は
か
〈
し
て
板
め
て
向
皮
白

も
の
と
攻
り
、
貨
は
己
れ
ら
の
も
の
を
合
算
し
た
も
の
こ
そ
が
、
田
島
の
利
予
た
る
べ
き
も
の
、
で
あ
ら
う
。
な
ほ
税
減
朋
友
に
到
し
て

は
無
利
子
の
貸
付
が
行
は
れ
、
中
に
は
貸
汽
的
に
茂
伐
の
立
川
の
も
と
に
行
は
れ
る
も
の
も
若
干
あ
る
。
と
れ
ら
無
利
干
の
も
O
は

、

平
均
利
事
算
定
に
加
は
っ
て
ゐ
な
い
と
思
ふ
が
、
思
し
て
然
る
か
結
干
疑
問
の
徐
地
が
あ
る
。
か
く
し
て
資
質
的
利
率
内
調
究
に
は

幾
多
の
州
知
を
介
み
、
従
っ
て
統
計
激
的
へ
の
信
服
皮
ぱ
割
引
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
3

-
股
的
に
は
支
那
一
向
利
貸
資
本
の
追
求
せ
る

ヲloJlJ-元之曲、前掲帯、中、 246瓦以下事問。
民法第二百五峰、 f約定刊端、越地周年百分之コf者、債人封於超過部分之利
阜、無耐求植J
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利
子
は
統
計
数
値
に
あ
ち
は
さ
れ
た
る
よ
り
も
恐
ら
〈
ヨ
リ
苛
酷
な
る
も
の
ふ
」
考
へ
る
ペ
雪
で
あ
ち
ろ
。
そ
し
て
己
の
恐
る
べ
き
高

利
の
が
十
代
は
貸
付
形
式
の
兵
特
的
研
究
に
よ
っ
て
明
白
と
た
る
が
、
と
れ
は
別
の
機
舎
に
ゆ
づ
ら
ね
ば
左
ら
友
い
。
生
産
力
低
雪
枇

命
日
経
伸
機
榊
の
上
に
尚
率
の
利
干
ー
と
れ
己
そ
は
支
那
農
村
、
支
那
枇
舎
の
根
本
的
問
題
の
総
凶
と
い
へ
よ
ろ
。

五

高
利
貸
資
本
の
特
質

品
利
貸
資
本
は
ま
づ
第

に
そ
の
貸
付
取
引
悶
身
の
中
に
一
応
本
及
び
利
子
支
出
川
の
客
視
的
根
抽
障
を
存

L
友
い
。

第
一
一
に
利
子
が
尚

率
で
あ
り
、
従
っ
て
悶
己
膨
脹
宰
が
た
で
あ
る
3

第
二
一
に
山
務
芥
の
終
神
的
地
位
が
劣
弱
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
一
一
一
者
は
相
圧
に
相
附
聯
す
ろ
円
坑
で
あ
る
が
、

三
者
相
侠
っ
て
、
元
本
及
び
利
子
の
支
出
削
を
困
難
な
ら
し
め
る
。

度

山
川
務
を
負
ム
や
、
こ
れ
ら
の
事
情
は
相
市
川
っ
て
的
務
者
の
叩
荷
と
な
り
、
そ
の
所
有
物
(
土
地
・
措
具
ぎ
を
喪
失
せ
し
め
、
而
も
そ
れ

陀
よ
っ
て
的
務
者
の
経
例
的
地
位
が
ハ
耐
と
悪
化

T
Z
己
と
L

た
っ
て
新
し
昔
前
務
の
成
主
を
必
嬰
た
ら
し
め
、
保
件
は
地
位
の
悪
化

と
北
ハ
に
愈
:
可
献
と
な
り
、
凡
ゆ
る
も
の
を
剥
卒
さ
れ
た
後
、
完
全
に
隷
印
刷
し
て
奴
隷
的
境
池
に
陥
る
か
、
負
拾
の
甫
聴
の
矯
に
破

減
の
外
在
き
に
至
る
。

、

.

〉

円

古
〈
グ
，

M
r、

二
以
内
利
貸
資
本
の
渦
中
に
ま
き
こ
ま
れ
る
や
凡
ゆ
る
も
の
を
布
ひ
っ
〈
さ
れ
、
途
に
は
破
械
に
ま
で
導
か
れ
宇

に
は
な
か
な
い
政
壇
的
性
質
を
、
そ
の
も
つ
自
己
膨
般
的
性
質
と
共
に
高
利
貸
資
本
の
一
特
質
と
し
て
把
掘
す
る
と
と
が
出
来
る
で

あ
ら
う
c

と
れ
ら
の
特
質
は
、
高
利
貸
資
本
が
本
来
市
立
求
し
う
べ
き
相
際
割
以
上
の
利
子
を
悲
ひ
と
る
と
い
ふ
茶
木
的
佐
賀
よ
り
派

生
せ
ろ
も
の
で
あ
る
己
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。

+
引
に
高
利
貸
資
本
の
町
J

何
者
は
白
色
生
慌
の
宅
仰
と
し
て
之
を
利
附
し
た
り
、
も
し
〈
は
他
に
之
を
行
は
し
む
る
の
で
な
く
し
て

主

都

市

制

貨

資

本

一

一

一

0
2



支
那
高
判
貸
費
本

=一O
四

市
折
修
的
階
設
へ
の
貸
付
を
姑
く
別
と
ず
れ
ば
、
一
本
側
生
産
荷
の
困
箔
ぜ
る
事
情
を
原
因
と
し
て
、
そ
の
生
産
事
情
に
基
い
て
貸
付
先

争
見
出
す
。
従
っ
て
か
i
A

る
困
窮
せ
る
情
勢
そ
の
も
の
i
h

維
持
が
自
己
の
高
利
貸
資
本
活
動
の
継
続
・
繁
栄
の
た
め
に
希
求
せ
ら
れ

3
0
即
ち
、
生
産
に
針
し
て
働
き
か
け
る
こ
と
も
友
く
、
車
に
小
生
産
機
構
の
周
溢
に
附
清
し
っ
ぺ
利
潤
を
吸
牧
す
る
。

E

D
ゆ
ゑ

に
、
農
村
の
封
建
的
生
死
様
式
の
結
持
者
と
し
て
同
じ
く
そ
の
農
村
構
成
の
上
に
白
己
生
存
の
某
躍
を
も
っ
官
僚
階
級
の
欲
求
と
共

遁
の
立
場
忙
立
つ
。
己

L
に
官
僚
階
級
と
高
利
貸
資
本
家
階
級
と
の
一
鰐
化
の
功
利
的
根
協
が
宿
在
す
る
。

、
従
っ
て
支
那
に
於
て
は
、
商
品
取
扱
資
本
の
取
締
に
は
烈
閲
心
も
し
く
は
往
々
殺
俗
で
あ
っ
た
が
、
向
利
貸
茨
木
に
封
し
で
は
む

し
ろ
法
律
的
保
謎
が
加
へ
ら
れ
、
債
務
契
約
の
底
行
を
限
制
す
る
国
倒
は
官
僚
凶
J

廷
に
よ
っ
て
よ
る
と
ん
で
'
と
ら
れ
た
。
た
い
込
そ
白

高
利
貸
資
本
の
利
径
が
官
僚
階
級
の
そ
れ
と
街
突
指
る
に
至
る
揚
合
に
は
豹
同
盟
的
に
断
乎
た
る
出
血
置
が
と
ら
れ
た
。
己
ts

に
官
僚
資

本
と
高
利
貸
費
木
の
結
合
・
抱
合
開
係
が
明
帥
聞
に
看
取
さ
れ
る
。

白晶司，、
支
那
農
村
高
利
貸
借
の
礎
展

支
那
農
民
の
過
半
数
は
、
常
に
も
し
く
は
偶
資
事
の
勃
司
叩
叫
ん
け
に
、
他
の
援
助
に
倹
た
ね
ば
仕
ら
む
事
情
は
、
前

r見
た
る
と
と
ろ

で
明
瞭
で
あ
る
が
、
か
ミ
る
農
家
負
債
は
年
々
如
何
に
し
て
波
町
出
し
、
如
何
な
る
結
果
を
導
い
て
ゐ
る
か
、
勝
又
、
支
那
枇
合
経
済

の
上
巳
如
何
な
る
影
響
を
唯
一
へ
、
そ
の
進
展
の
上
に
如
何
な
る
も
の
と
し
て
機
能
し
た
か
等
に
つ
き
考
察
す
る
己
と
L
ず
る
。

て
負
債
者
側

個
別
的
事
情
と
し
て
視
察
す
る
に
‘
高
利
貸
借
は
本
来
傑
件
苛
酷
で
あ
り
、
併
受
人
は
か
ah

る
金
融
に
よ
っ

で
念
場
の
雑
境
を
切
抜
け
一
時
を
糊
塗
し
う
る
が
、
新
し
き
負
捲
の
た
め
に
資
質
的
に
は
困
窮
度
は
愈
と
深
化
し
、
更
忙
新
し
雪
借

入
の
必
要
を
生
じ
、
高
利
貸
借
は
か
く
し
て
新
し
き
高
利
貸
借
主
必
然
的
た
ら
し
め
、

己
の
循
環
過
程
は
居
一
居
候
件
を
悪
化
し
つ

ウイット 7ォ-1/ Jv.平野監課、解挫過程にある支部の担桝と祉官、下春、

主70頁。
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つ
鵠
大
し
て
ゆ
〈
e

乙
白
開
高
利
貸
借
D
重
歴
の
下
に
、
最
初
者
首
陀
入
れ
た
る
土
地
及
び
器
具
左

E
を
漸
突
手
離
す
外
友
き
に
至

ら
し
め
、
再
生
産
事
情
は
根
本
的
に
破
壊
せ
ら
れ
、
や
が
て
は
新
し
き
借
入
も
不
可
能
と
恋
っ
て
調
縫
す
る
に
よ
し
左
き
に
至
り
、

途
に
'
鵡
死
線
を
幼
抽
出
し
、
或
は
苦
力
(
唱
備
も
そ
の
一
つ
)
と
た
り
、
或
段
階
募
兵
と
配
っ
て
農
材
よ
り
脱
落
す
る
か
、

も
し
く
は
死

亡
す
る
か
の
途
よ
り
な
〈
な
り
、

い
づ
れ
も
高
利
貸
借
の
範
間
外
陀
遜
脆
ず
る
。
此
の
事
情
を
、
高
利
貸
借
り
悪
循
環
の
過
程
と
し

て
理
解
し
う
る
で
あ
ら
う
。

突
に
負
債
者
居
全
般
の
問
題
と
し
て
視
察
す
れ
ば
、
右
の
如
き
反
耐
に
於
て
、
均
分
制
を
建
前
と
す
る
相
続
制
度
及
び
人
口
増
加

に
上
り
宮
裕
一
た
る
一
農
家
は
多
数
の
零
細
農
民
ま
た
は
そ
れ
肥
準
宇
る
も
の
に
分
裂
し
、
と
の
外
、
兵
乱
・
一
主
役
・
強
卒
に
よ
る
難

民
の
費
生
に
上
っ
て
、
高
利
貸
資
本
の
需
要
者
た
る
中
農
・
貧
農
居
及
び
そ
の
他
の
も
の
が
常
に
新
し
〈
創
出
さ
れ
る
。

か
〈
の
銅
く
し
て
新
生
と
脱
落
と
は
互
に
相
殺
し
合
っ
て
、
高
利
貸
資
本
白
併
手
た
る
居
を
、
内
部
的
に
新
陳
代
謝
を
行
ひ
っ
、

常
に
一
定
量
以
上
の
も
の
を
枇
舎
の
一
方
に
存
在
せ
し
め
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
す
左
は
ち
、
高
利
貸
付
の
需
要
者
厨
は
常
生
的
危
存

在
を
保
つ
℃
ゐ
る
。

二
、
貸
付
者
側

高
利
貸
資
本
の
供
給
者
。
事
情
を
見
る
に
、
そ
の
高
利
率
z

と
、
封
建
的
も
し
〈
は
中
世
的
た
苛
酷
た
傑
件
と

に
土
っ
て
、
着
々
と
貨
幣
財
産
伊
一
蓄
積
し
、
農
民
負
債
の
自
己
膨
脹
的
精
大
に
封
臆
し
て
激
増
せ
し
め
て
ゆ
〈
が
、

一
部
に
は
支
那

歴
史
O
全
偲
を
混
じ
て
約
附
た
く
生
起
す
る
鴨
耐
に
よ
っ
て
一
場
に
毘
聖
夫
ふ
と
と
も
多
〈
、
殊
民
均
分
的
相
績
制
度
は
蓄
積
さ
れ

た
資
本
を
分
散
せ
し
め
る
放
果
を
も
っ
。
中
陀
は
貸
付
者
側
か
ら
併
受
者
側
に
輔
落
す
る
も
白
も
あ
る
で
あ
ら
う
。
か
く
し
て
一
部

の
官
僚
が
直
接
間
接
の
高
利
貸
付
を
通
巳
て
豆
大
資
本
を
一
切
の
障
碍
か
ら
防
衛
1
れ
つ
L
蓄
積
し
て
ゆ
〈
の
を
除
け
ば
、
全
般
的

に
は
高
利
貸
付
者
側
陀
於
て
も
必
宇
じ
も
富
が
一
方
的
に
増
大
す
る
わ
け
で
は
友
〈
、
蓄
積
と
分
散
り
作
用
が
交
互
に
は
た
ち
昔
、

支
那
高
利
貸
費
本

=一
O
王



支
那
高
利
貸
資
本

一O
六

全
仰
と
し
て
ほ
ピ
同
級
た
規
模
に
な
け
呂
ほ
ピ
同
様
た
地
位
が
年
々
見
ら
れ
る
と

ιに
な
る
。
利
率
及
び
そ
の
他
の
僚
件
が
高
利
貸

何
者
に
樹
皮
に
有
利
で
あ
る
に
拘
ら
十
、
そ
の
反
刊
に
於
て
は
、
悶
収
不
能
。
も
の
も
相
常
に
あ
り
、
或
は
貨
幣
悦
値
四
世
動
に
よ
る

提
央
を
一
部
負
捻
し
た
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
も
あ
り
、

E
つ
徐
剰
資
本
の
拙
閣
制
か
は
貸
付
相
手
も
な
く
、
遊
休
的
赦
態
に
あ
る
己
と

が
比
一
限
的
に
多
い
故
、
全
議
団
叩
J

什
刊
は
必
や
し
も
利
芽
の
去
現
し
て
ゐ
る
如
き
強
度
を
も
ち
え
ぬ
と
と
も
均
ほ
さ
れ
ね
ば
た
ら
在
い
。

と
も
あ
れ
、
高
利
貸
資
本
の
貸
付
者
階
級
に
あ
っ
て
も
、
そ
の
内
部
に
於
て
は
一
部
の
新
陳
代
謝
が
行
は
れ
た
が
ら
、
常
に
少
か
ら

阻
教
を
占
め
ヴ
弘
、
か
h
る
居
と
し
て
か
L
る
存
在
を
、
常
住
的
陀
続
け
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
一

か
く
し
て
、
高
利
貸
借
の
計
千
h
貸
手
と
の
雨
者
に
於
て
、

一
方
に
は
脱
落
と
新
生
と
が
見
ら
れ
、
他
方
に
は
蓄
積
と
分
散
と
が

兄
ら
れ
て
、
各
と
新
陳
代
謝
が
行
は
れ
つ
t
A

、
叫
創
立
し
て
常
性
的
作
在
を
純
け
て
ゐ
る
。
そ
れ
よ
り
必
然
的
に
起
る
雨
者
の
聞
の
取

引
は
絶
え
ま
た
〈
繰
、
返
さ
れ
て
、
上
に
見
た
る
如
雪
山
両
利
貸
川
は
、
無
数
の
悲
話
と
哀
史
と
を
織
込
み
つ
L
、

さ
れ
て
止
む
と
と
ろ
を
し
ら
む
の
で
あ
る
。

一
般
化
さ
れ
永
続
化

七

立士

言マ

主
口
々
は
以
上
に
於
て
、
尚
利
貸
資
本
の
利
子
決
定
事
情
と
関
聯
し
て
高
利
貸
資
本
の
性
格
を
考
察
し
、
か
く
し
て
農
民
の
悶
窮
を

北
川
礎
と
せ
る
支
那
農
村
貸
出
川
は
凡
ベ
て
高
利
貸
茨
木
の
貸
併
で
あ
る
所
以
を
珂
解
し
、
支
那
に
訟
け
る
両
利
貸
借
の
一
般
的
責
情
を
ー

結
川
叫
刊
を
諮
り
て
概
観
し
、
そ
の
貸
似
の
務
展
が
貸
付
者
庇
と
的
交
者
居
に
如
何
注
る
影
響

E
m一
へ
つ
L
行
は
れ
た
か
を
検
討
し
た
。

支
那
同
利
貸
資
本
ば
方
の
如
く
し
て
常
に
そ
の
紫
佐
官
主
品
ひ
、
官
僚
支
配
的
一
川
市
川
構
成
に
争
け
る
農
民
の
縮
小
的
再
生
産
構
造
を

培
養
耕
と
し
て
小
止
み
友
吉
溌
民
主
紋
付
る
が
、

亡
の
一
的
利
貸
付
過
程
の
参
加
者
と
し
て
統
d
面
に
あ
ら
は
れ
る
富
農
地
主
商
人
居



と
h
ム
形
式
的
介
類
の
外
忙
、
そ
り
裟
ひ
の
下
陀
あ
る
官
僚
階
殻
P
存
在
及
び
役
割
が
高
利
貸
費
本
に
よ
る
使
値
剥
端
部
過
程
の
一
。

終
蛤
と
し
て
検
討
さ
れ
ね
ば
た
ら
た
い
。
い
士
一
つ
り
終
貼
は
高
利
貸
資
本

E
媒
介
と
し
て
商
業
過
程
を
週
ヒ
て
行
は
れ
る
債
値
の

外
国
へ
の
誕
央
で
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
ま
?
怖
を
併
せ
時
へ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
文
那
一
日
向
利
貸
資
本
の
殻
展
は
そ
の
全
貌
を
つ
か
み
う
る
と
と
L
怠
る
。
未
だ

資
料
的
研
究
を
充
分
に
行
ひ
え
な
い
の
で
決
定
的
な
こ
と
は
凡
べ
で
走
快
へ
る
外
な
い
が
、
た
w
h

研
究
の
現
過
程
に
治
け
る
烏
服
的

構
岡
を
の
べ
て
こ
の
小
杭
を
補
足
し
て
#
〈
。

布
官
の
宮
僚
及
び
退
官
の
官
僚
即
ち
所
謂
紳
士
は
支
那
一
川
合
に
島
け
る
支
配
階
級
で
あ
り
、
大
土
地
所
有
者
で
あ
る
と
共
に
、
質

屋
・
銭
荘
・
商
山
へ
の
融
資
者
で
あ
り
、
直
接
的
の
士
地
吸
収
と
間
技
的
の
金
利
牧
取
と
の
聞
過
程

E
辺
じ
て
、
高
利
貸
車
問
本
止
し

て
の
彼
等
の
叫
川
内
町
を
明
治
部
せ
し
め
た
。
か
く
し
て
官
僚
階
級
は
政
治
的
側
係
に
よ
る
苛
欽
抹
求
と
紅
情
的
収
取
と
を
粂
ね
行
ふ
己
と

に
上
り
、
農
民
生
市
町
物
の
事
長
の
部
分
を
獲
得
し
、
之
を
彼
山
干
の
生
}
山
崎
河
の
外
、
ノ
品
修
ロ
川
腕
入
も
し
く
は
仮
閥
的
戦
争
の
た
め
の
究

川
に
充
て

郊
は
こ
れ
ら
の
う
ち
に
介
花
す
る
寄
生
的
中
川
商
人
に
中
他
さ
れ
る
3

従
っ
て
高
利
貸
付
を
通
じ
て
の
官
僚
階
級
へ

制
年
さ
れ
た
石
川
町
他
は
、
農
民
主
そ
白
巾
に
合
h
U

全
日
慌
の
利
(
耐
と
ぽ
何
等
の
閥
係
な
く
非
生
時
的
に
泊
先
さ
れ
了
る
。

'
H

刊
利
貨
資
本
は
農
村
の
窮
乏
と
支
配
者
民
団
円
安
定
を
も
た
ら
し
、
そ
の
ゆ
ゑ
に
生
内
円
以
式
の
改
普
・
農
村
の
救
怖
と
は
何
ら
の
闘

係
を
も
ち
え
た
い
3

む
し
月
そ
れ
と
は
皮
封
の
も
の
と
し
て
働
雪
、

一
部
農
民
の
脱
詐
過
程
も
也
大
な
支
那
枇
舎
の
も
つ
小
農
民
創

問
機
能
に
仙
は
れ
て
、
水
A
p
q

年
月
ル
泊
巴
て
何
ら
の
設
尽
な
き
世
純
再
生
売
を
可
能
た
ら
し
め
た
。
蓄
積
さ
れ
た
資
本
と
無
理
化
さ

れ
た
農
民
と
を
新
し
き
形
式
に
於
て
結
び
つ
け
る
如
き
僚
件
は
何
ら
臨
蟻
さ
れ
や
に
、

た
ピ
そ
の
破
壊
的
な
性
質
は
大
悔
の
も
つ
滞

化
作
川
の
如
き
支
那
経
怖
の
輪
廓
の
大
い
さ
ゆ
主
に
、
悲
惨
な
枇
合
的
重
大
事
で
ち
り
な
が
ら
も
完
全
に
解
消
さ
れ
て
、
表
雨
的
に

文
那
一
川
利
貸
費
本

O 
七



支
那
高
利
貸
安
本

O 
J、

は
、
た
Y
同
じ
規
模
・
同
じ
格
権
カ
経
済
安
態
を
綬
け
し
め
た
。
高
利
貸
資
本
は
か
く
し
て
官
僚
支
配
的
封
建
的
社
舎
の
一
支
柱
た

る
機
能
を
足
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
停
滞
性
と
い
ム
支
那
枇
合
の
も
つ
特
性
を
之
に
賦
典
し
て
き
た
一
推
営
者
と
考
へ
ら
れ
う
る
。

つ
ぎ
に
・
高
利
貸
資
本
は
、
農
民
を
そ
の
賓
悶
化
を
遇
じ
て
商
人
の
前
に
羽
回
開
化
せ
し
め
、
生
産
物
の
不
等
償
交
換
に
よ
る
成
債

資
却
を
除
問
山
友
〈
せ
し
め
る
。
と
の
成
慣
原
料
品
は
商
人
聞
の
競
午
に
上
っ
て
外
岡
資
本
に
安
〈
買
取
ら
れ
、
高
利
貸
資
本
の
介
在

に
上
っ
て
外
岡
へ
の
償
値
流
出
が
行
は
れ
る
。

在
ほ
飢
餓
的
農
民
間
団
放
は
盛
村
を
遣
は
れ
一
【
一
都
市
に
集
中
し
、

民
族
保
業
の
持
働
者
包
容
力
に
怯
限
度
が
あ
る
た
め
さ
れ
は
高
利

貨
資
本
と
し
て
の
民
族
資
本
円
性
置
が
よ
m
車
資
本
化
を
妨
げ
る
た
め
に
起
る
)

闘
力
在
外
岡
茂
木
の
下
に
吸
牧
さ
れ
、
己
誌
に
低
賃
銀
持
働
力

を
件
闘
資
本
に
供
拾
す
る
と
ふ
t
h

在
る
。
超
過
利
潤
を
求
め
る
外
岡
資
本

E
誌
の
弧
化
は
己
の
怠
味
に
於
て
高
利
貸
資
本
の
農
村
に

企
け
る
政
一
屈
を
指
礎
と
し
て
成
ー
す
る
。
高
利
貸
資
本
は
い
は
む
こ
L

で
も
半
植
民
地
特
制
白
支
柱
た
る
役
剣
を
果
す
。

か
く
し
て
、
高
利
貸
資
本
は
内
に
於
で
は
峨
壊
的
行
動
聖
繰
返
し
つ
t
h

而
も
落
後
的
支
那
枇
舎
粧
品
川
機
構
を
そ
の
ま
L
維
持

L
、

外
に
叫
別
し
て
は
無
意
識
的
に
外
閥
茨
木
の
強
化
に
資
し
て
屑
り
、
従
来
の
半
封
建
的
・
牢
植
民
地
刷
機
構
の
右
績
の
↑
支
柱
た
る
役

割
を
果
し
て
ゐ
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。

/ 




